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平
成
十
四
年
度
全
国
支
部
長
会
議
は
、
横
浜
キ
ャ

ン
パ
ス
再
開
発
事
業
計
画
で
最
後
に
完
成
し
た
、

新
二
号
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
学
か
ら
理
事
長
、

学
長
、
事
務
局
長
、
後
援
会
長
を
お
迎
え
し
、
全

国
各
地
か
ら
地
域
・
職
域
・
同
期
・
同
好
の
七
十

九
支
部
の
代
表
と
本
部
役
員
等
合
わ
せ
て
百
十
二

名
が
出
席
し
た
。

定
刻
、
秋
田
専
務
理
事
の
開
会
宣
言
の
後
、
渡

辺
徳
平
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、｢

本
日
は
遠
隔
地
か

ら
も
多
数
ご
出
席
を
頂
き
、
日
頃
は
指
導
者
的
な

立
場
で
ご
活
躍
を
い
た
だ
き
な
が
ら
支
部
の
た
め

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
宮
陵
会

を
代
表
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

深
い
敬
意
を
表
し
ま
す
。｣

、｢

本
会
議
は
各
支
部
か

ら
各
々
の
意
見
を
お
伺
い
す
る
た
め
に
、
分
科
会

方
式
で
行
い
、
各
分
科
会
で
は
日
頃
の
支
部
の
現

況
や
問
題
点
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の
支
部
運
営
活
性
化
の
糧
と
し
て
頂
き

た
い
。｣

と
挨
拶
さ
れ
た
。

続
い
て
、
武
笠
専
務
理
事
か
ら
、
本
年
度
の
事

業
計
画
、
並
び
に
定
款
検
討
小
委
員
会
と
財
政
検

討
委
員
会
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
報

告
さ
れ
た
。

�����������������

①
中
間
法
人
法
が
成
立
し
、
平
成
十
四
年
四
月
一

日
に
施
行
さ
れ
た
。｢

公
益
法
人
か
ら
中
間
法
人

へ
の
組
織
変
更｣

の
関
係
が
削
除
さ
れ
た
。
公

益
法
人
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
今
後
の
政
策
の

見
直
し
は
不
透
明
で
あ
る
。

②
右
記
の
結
果
か
ら
、
本
社
団
法
人
を
中
間
法
人

へ
移
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
解
散
し

て
新
た
に
申
請
す
る
方
法
し
か
な
い
、
と
す
れ

ば
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
全
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

③
し
た
が
っ
て
、
現
社
団
法
人
の
ま
ま
で
存
続
す

る
。
あ
る
い
は
、
現
定
款
の
不
備
な
点
に
つ
い

て
は
、
改
正
す
る
方
法
で
検
討
す
る
。

④
社
団
法
人
と
し
て
の
法
的
な
問
題
、
ま
た
親
睦

を
中
心
と
す
る
同
窓
会
活
動
と
、
公
益
を
目
的

と
す
る
社
団
法
人
と
で
は
性
格
の
異
な
る
点
も

あ
る
の
で
、
定
款
改
正
が
で
き
る
な
ら
ば
、
整

合
性
が
取
れ
る
よ
う
な
方
向
で
検
討
す
る
。

����������������
①
宮
陵
会
財
政
推
計

(

平
成
二
十
年
ま
で
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン)

に
よ
れ
ば
、
平
成
十
六
年
度
か

ら
宮
陵
会
の
財
政
は
赤
字
に
な
る
予
測
で
あ
る
。

②
会
費
は
、
昭
和
五
十
九
年
の
全
面
改
正
か
ら
据

置
き
の
ま
ま
で
あ
る
。

③
こ
の
十
数
年
、
準
会
員
事
業
は
予
算
上
継
続
の

ま
ま
で
あ
り
、
そ
の
拡
大
が
望
ま
れ
て
い
る
。

④
支
部
の
助
成
費
に
つ
い
て
は
、
他
大
学
の
調
査

か
ら
み
て
も
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

⑤
高
齢
者
の
会
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
あ
り
方

(

減
額
ま
た
は
免
除
等)

に
つ
い
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

⑥
終
身
会
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
経
緯
も

あ
る
が
、
見
直
す
必
要
が
あ
る

(

停
止
ま
た
は

変
更)

。

⑦
以
上
の
視
点
か
ら
会
費
を
値
上
げ
す
る
方
法
で

検
討
す
る
。
ま
た
、
終
身
会
費
の
停
止
ま
た
は

制
度
の
撤
廃
を
検
討
す
る
。

以
上
の
骨
子
に
つ
い
て
補
足
し
、
現
理
事
会

が
取
り
組
ん
で
い
る
現
況
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
打
田
一
夫
組
織
委
員
長
よ
り
、
本

日
の
議
題
に
基
づ
く
、
各
支
部
の
ア
ン
ケ
ー
ト

(

調
査
表)

に
つ
い
て
、
ま
た
、
会
議
方
式
・

班
別

(

地
区
等)

分
科
会
方
式
の
討
論
を
行
う

旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
班
別
分
科
会

に
わ
か
れ
て
、
本
部
役
員
を
進
行
役
に
、
自
由

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
短
い
時
間
で
あ
っ

た
が
、
各
支
部
と
も
熱
心
に
活
発
に
意
見
交
換

が
行
わ
れ
て
、
各
班

(

六
班)

の
討
議
を
と
り

ま
と
め
て
、
書
記
役
か
ら
各
支
部
活
動
の
現
状
、

今
後
の
活
性
化
に
向
け
て
の
問
題
点
や
方
向
性

が
報
告
さ
れ
た
。

会
議
終
了
後
、
来
賓
挨
拶
に
移
り
、
任
期
満

了
に
よ
り
、
平
成
十
四
年
九
月
二
十
三
日
付
で

再
選
さ
れ
就
任
し
た
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
大

野
泰
理
事
長(

昭
和
二
十
三
年
工
経
卒)

か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
再
開
発
事
業
計
画
の
推
移
と
財
政

状
況
、
大
学
を
取
り
巻
く
厳
し
い
教
育
環
境
の

現
実
等
に
つ
い
て
詳
細
に
話
が
あ
り
、
ハ
ー
ド

面
の
整
備
は
ほ
ぼ
完
了
し
、
こ
れ
か
ら
は
ソ
フ

ト
面
の
充
実
で
あ
る
と
卒
業
生
へ
理
解
と
支
援

を
要
請
さ
れ
た
。

続
い
て
、
神
奈
川
大
学
山
火
正
則
学
長
か
ら

学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
状
況
、
今
後
に
予
定
さ
れ

る
法
科
大
学
院

(

ロ
ー
ス
ク
ー
ル)

の
開
設
等
、

神
奈
川
大
学
の
現
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
た
、

日
頃
の
全
国
の
支
部
、
卒
業
生
の
協
力
、
支
援
に

感
謝
の
意
を
表
さ
れ
た
。

最
後
に
後
援
会
鈴
木
正
太
郎
会
長
か
ら
、
後
援

会
主
催
の
父
母
懇
談
会
へ
、
各
支
部
か
ら
協
力
を

頂
い
て
い
る
事
へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
あ
と
、
在
学
生
の
ク
ラ
ブ
―
カ
レ
ッ
ジ
サ

ウ
ン
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演
奏
会
、
そ
し
て

新
一
号
館
八
階
で
の
懇
親
会
と
続
き
、
本
年
度
の

支
部
長
会
議
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。
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去
る
十
月
二
十
日

(

日)

横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
体

育
館
に
お
い
て

｢

第
八
回
神
奈
川
大
学
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

母
校
と
卒
業
生
の
絆
を
深
め
、
旧
師
や
朋
友
と

の
語
ら
い
を
通
じ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
校
法

人
神
奈
川
大
学
と
宮
陵
会
の
協
賛
に
よ
り
平
成
六

年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
催
し
も
八
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
再
開
発
事
業
に
よ
り
装
い
も
新
た

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
一
目
見
よ
う

と
い
う
方
々
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
約
六
百

五
十
名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
卒
業
後
五
十
年
以
上

(

昭
和
二
十
七

年
三
月
以
前)

、
三
十
五
年(

昭
和
四
十
二
年
三
月)

、

二
十
年

(

昭
和
五
十
七
年
三
月)

、
十
年

(

平
成
四

年
三
月)

、
一
年

(

平
成
十
四
年
三
月)

の
校
友
を

中
心
に
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
卒

業
年
の
方
々
の
参
加
も
多
く
、
会
場
は
熱
気
に
つ

つ
ま
れ
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
十
月
の
恒
例
行
事
と

し
て
定
着
す
る
に
伴
い
、
こ
れ
を
機
会
に
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
や
研
究
室
な
ど
の
集
ま
り
が
大
学
の
教
室
を
使

用
し
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
泊
り
が

け
で
旧
交
を
温
め
た
り
と
い
う
光
景
も
見
受
け
ら

れ
、
ま
さ
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が

り
に
大
き
な
役
割
を
は
た
す
、
貴
重
な
催
し
と
し

て
定
着
し
て
き
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

当
日
の
式
典
は
、
卒
業
生
で
あ
る
テ
レ
ビ
山
梨

の
キ
ャ
ス
タ
ー
大
西
か
や
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
進

め
ら
れ
、
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
大
野
泰
理
事
長

か
ら
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
、
神
奈
川
大
学
山
火
正

則
学
長
か
ら
大
学
の
現
況
と
学
生
の
活
躍
に
つ
い

て
の
報
告
の
後
、
昭
和
二
十
七
年
三
月
二
部
短
大

機
械
科
卒
業
の
松
代
肇
氏
か
ら
参
加
者
を
代
表
し

て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
鏡
開
き
に
続
き
渡

辺
徳
平
会
長
の
発
声
に
よ
り
乾
杯
が
行
わ
れ
、
ウ

エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
歓
談
の
輪
が
広
が
る

中
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
大
河
ド
ラ
マ

｢

利
家
と
ま

つ｣

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
な
ど
の
歓
迎
演
奏
や
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

｢

横
浜
都
筑
太
鼓｣

に
よ
る
勇
壮
で
伝

統
的
な
和
太
鼓
の
演
技
、
毎
年
恒
例
の
抽
選
会
、

應
援
指
導
部
に
よ
る
校
歌･

応
援
歌
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
の
演
技
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
毎
年
十
月
第
三
日
曜

日
に
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
も

今
年
を
更
に
上
回
る
大
勢
の
方
々
が
キ
ャ
ン
パ
ス

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
心
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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������神奈川大

学
学
内
校
友
会
支
部

支
部
長

田
上

繁

(��
経
修)

連
絡
先

〒��������
横
浜
市
港
南
区

上
大
岡
東
一
―
三
二
―
九

電

話

〇
四
五
―
八
四
一
―
一
三
〇
八

伯
耆
支
部

支
部
長

谷
本

正
紀

(��
法)

連
絡
先

〒��������
米
子
市
皆
生五

―
七
―
六
〇

電

話

〇
八
五
九
―
三
二
―
〇
二
三
六

日
本
鋼
管
支
部

支
部
長

工
藤

重
治

(��
経)

連
絡
先

〒��������
横
浜
市
神
奈
川
区

羽
沢
町
四
一
一

電

話

〇
四
五
―
三
八
三
―
二
二
〇
五

三
洋
み
や
も
会

支
部
長

小
田
嶋

彰

(��
法)

連
絡
先

〒��������
横
浜
市
旭
区
鶴
ヶ
峰
本
町

二
―
四
四
―
六
―
八
一
八

電

話

〇
四
五
―
九
五
一
―
一
九
二
八

三
十
路
会
支
部

支
部
長

佐
藤

泰

(��
法)

連
絡
先
〒��������
横
浜
市
神
奈
川
区
神
大
寺

三
―
二
八
―
一
五

電

話

〇
四
五
―
四
九
一
―
三
六
三
八

箱
根
支
部

支
部
長

永
峯

暉
夫

(��
経)

連
絡
先

〒��������
足
柄
下
郡
箱
根
町
仙
石
原

一
二
四
六

電

話

〇
四
六
〇
―
四
―
八
三
三
四

日
立
ユ
ニ
シ
ア
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
支
部

支
部
長

白
川

善
一

(��
電)

連
絡
先

〒��������
厚
木
市
温
水
西

一
―
二
二
―
一
九

電

話

〇
四
六
―
二
四
八
―
一
二
九
八

み
や
も
電
華
会
支
部

支
部
長

吉
川

鹿
雄

(��
電)

連
絡
先

〒��������
八
尾
市
山
本
町
南

六
―
五
―
一
八

電

話

〇
七
二
九
―
九
八
―
三
五
五
八

��������������������������

��
・��
・��
塙

敏
成

様

(

平��
・
建)

神
奈
川
大
学
総
務
課

小
泉

公
史

殿��
・
９
・��元

外
国
語
学
部

教
授

内
形

晃

殿��
・
９
・��代

議
員
・
元
組
織
委
員
長

(��
電)

西
澤

萬
里

殿��
・
７
・
８

代
議
員

(��
・��
貿)

鈴
木

英
次

殿��
・
７
・��代

議
員

(��
経)

木
全

成
子

殿��
・
８
・��代

議
員
・
元
婦
人
部
委
員
長

(��
貿)

◆�����

◆���������������
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航
空
工
学
研
究
部
で
は
、
去
年
に
引
き
続
き
今
年

も

｢

鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト｣

に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
読
売
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
主
催
の
鳥

人
間
コ
ン
テ
ス
ト
は
毎
夏
、
琵
琶
湖
で
開
催
さ
れ
る

大
会
で
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
滑
空
機
部
門
、

人
力
飛
行
機
部
門
、
人
力
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
門
の
三

部
門
が
あ
り
、
航
空
工
学
研
究
部
が
参
加
し
た
の
は
、

去
年
同
様
、
人
力
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
門
で
し
た
。
こ

の
部
門
は
他
部
門
の
よ
う
に
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
か
ら

の
飛
行
距
離
を
競
う
の
で
は
な
く
、
滞
空
時
間
を
競

い
ま
す
。
十
ｍ
の
高
さ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
か
ら
飛

び
立
ち
、
着
水
ま
で
の
時
間
を
競
う
の
で
す
が
、
力

不
足
の
た
め
浮
か
び
上
が
る
機
体
を
作
れ
な
い
私
達

は
、
い
か
に
ゆ
っ
く
り
着
水
す
る
か
を
目
標
に
機
体

を
製
作
し
ま
し
た
。
人
力
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
門
は
、

二
十
kg
ま
で
の
浮
力
、
例
え
ば
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
の
バ

ル
ー
ン
を
取
り
付
け
て
も
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
実
際
、
去
年
と
今
年
の
優
勝
チ
ー
ム
は
ヘ
リ
ウ

ム
ガ
ス
の
バ
ル
ー
ン
を
取
り
付
け
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
航
空
工
学
研
究
部
で
は
バ
ル
ー
ン
に
頼
る
こ

と
な
く
、
人
の
力
だ
け
で
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と

を
目
標
に
設
計
・
製
作
を
進
め
ま
し
た
。

今
年
は
二
年
目
と
い
う
こ
と
で
多
少
要
領
が
わ
か
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
部
員
不
足
の
た
め
苦
労
が
絶
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
部
費
だ
け
で
機
体
を
作
る

の
は
金
銭
的
に
き
び
し
く
、
大
学
か
ら
の
援
助
金
や

先
輩
方
か
ら
の
援
助
で
ど
う
に
か
製
作
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
完
成
し
た
機
体
は
、
胴
体

の
前
後
に
プ
ロ
ペ
ラ
の
あ
る
タ
ン
デ
ム
式
で
、
自
衛

隊
の
ヘ
リ
の
よ
う
な
姿
で
し
た
。
ま
た
、
胴
体
は
木

材
で
作
り
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
骨
に
は
高
速
回
転
に
耐
え

ら
れ
る
カ
ー
ボ
ン
パ
イ
プ
を
使
用
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
製
作
の
進
行
具
合
が
遅
か
っ
た
た
め
、
予
定
し

て
い
た
駆
動
系
な
ど
の
実
験
が
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
番
で
は
高
速
回
転
を
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
滞
空
時
間
一
・
二
秒
、
八
チ
ー

ム
中
五
位
と
い
う
記
録
で
し
た
。
今
年
の
最
大
の
目

標
は
、
き
ち
ん
と
し
た
機
体
を
作
り
上
げ
、
記
録
を

残
す
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
思
っ
て
い
た
よ
う
に

プ
ロ
ペ
ラ
を
高
速
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

も
っ
と
長
い
滞
空
時
間
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
使
用
し
た
カ
ー
ボ
ン
パ
イ
プ
で

す
が
、
工
学
部
機
械
工
学
科
の
赤
澤
教
授
の
紹
介
で
、

日
鉄
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
と
い
う
姫
路
の
会
社
ま
で
行
っ

て
自
分
た
ち
で
作
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
カ
ー
ボ
ン

パ
イ
プ
は
値
段
が
高
い
の
で
す
が
、
自
作
に
よ
り
、

安
く
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
製
作

し
た
機
体
が
大
き
い
た
め
四
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
必

要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
誰
も
運
転
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
国
士
舘
大
学
に
運
ん
で

も
ら
う
こ
と
に
な
り
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
こ
の
他

に
も
大
学
の
先
生
方
や
、
工
作
室
の
先
生
方
に
助
け

て
い
た
だ
く
な
ど
、
多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て

機
体
製
作
や
輸
送
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
機
体
設
計
・
製
作
に
は
、
斉
藤
先
輩
を
始
め

と
す
る
航
空
工
学
研
究
部
の
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
す
べ
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
生
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

来
年
か
ら
の
機
体
設
計
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
支
え
て
く
だ
さ
る
多
く
の

人
た
ち
に
応
え
る
た
め
に
も
、
今
年
よ
り
良
い
記
録

を
目
指
し
て
、
来
年
も
ま
た
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
神
奈
川
大
学
に
は
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、

タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
英
国
な
ど
か
ら
の
外
国
人
留

学
生
が
二
百
五
十
名
以
上
在
籍
し
て
い
る
。
彼
ら
は

留
学
生
入
学
試
験
を
受
験
し
、
四
年
間
神
奈
川
大
学

に
お
い
て
勉
学
に
励
む
。
ほ
ぼ
全
て
の
学
部
で
留
学

生
は
在
籍
し
、
日
本
人
学
生
へ
の
い
い
刺
激
に
も
な
っ

て
い
る
。

正
規
の
留
学
生
の
ほ
か
に
短
期
で
も
留
学
生
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
交
流
協
定
校
で
あ
り
、
ま

た
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
平
塚
市
と

姉
妹
都
市
で
あ
る
ロ
ー
レ
ン
ス
市
に
あ
る
カ
ン
ザ
ス

大
学

(

米
国)

か
ら
は
毎
年
二
十
名
程
度
が
約
一
カ

月
間
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
日
本
語
と
日
本
社
会
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

留
学
生
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
い
く
つ
か
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
主
催
で
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
年

次
を
対
象
と
し
て
、
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
を
設
け
、
日

本
人
の
学
生

(

ま
た
は
留
学
生
の
先
輩
学
生)

を
新

入
生
数
名
に
対
し
一
名
ず
つ
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
担

当
し
て
も
ら
い
、
学
修
に
関
す
る
様
々
な
疑
問
、
学

生
生
活
に
関
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
日
本
語
に
関
す

る
悩
み
相
談
な
ど
に
の
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
去
る
十
一
月
九
日(

土)

、
毎
年
恒
例
の

留
学
生
親
睦
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
た
。
各
国
の
留
学

生
お
よ
び
日
本
人
学
生
、
ま
た
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

等
教
職
員
が
参
加
し
、
総
勢
約
九
十
名
が
交
流
を
深

め
た
。

当
日
は
朝
か
ら
快
晴
、
河
口
湖
、
富
士
山
五
合
目

を
目
指
す
車
中
、
早
い
時
点
で
富
士
山
を
一
望
で
き
、

バ
ス
の
中
で
は
皆
、
写
真
撮
影
に
夢
中
と
な
っ
た
。

紅
葉
が
き
れ
い
な
河
口
湖
の
湖
畔
に
あ
る
体
験
工
房

で
は
、
吹
き
ガ
ラ
ス
や
ボ
ト
ル
ア
ー
ト
な
ど
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
を
作
り
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
。
そ
の
他
、

車
中
で
は
出
身
地
な
ど
ひ
と
り
ひ
と
り
自
己
紹
介
を

行
い
、
お
互
い
を
知
り
合
う
場
と
な
っ
た
。
私
の
知

り
合
っ
た
参
加
学
生
を
留
学
生
の
一
例
と
し
て
ご
紹

介
す
る
。

神
奈
川
大
学
へ
入
学
す
る
ま
で
の
経
緯
を
話
し
て

も
ら
っ
た
。
中
国
吉
林
省
出
身
で
、
中
学
・
高
校
と

日
本
語
を
学
ん
だ
後
、
京
都
に
あ
る
日
本
語
学
校
で

約
一
年
間
日
本
語
を
学
ん
だ
。
本
人
に
よ
る
と
、
京

都
に
来
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
日
本
語
が
ま
る
で
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
か
ら
約
一
年
半
経

過
し
た
現
在
、
全
く
不
自
由
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

こ
の
脅
威
の
進
歩
は
や
は
り
本
国
で
日
本
語
を
勉
強

し
て
い
た
か
ら
か
？

(

だ
と
す
る
と
日
本
人
も)

。

家
庭
語

(

母
語)

は
ハ
ン
グ
ル
と
い
う
本
人
は
日
本

語
を
話
す
こ
と
で
、
東
ア
ジ
ア
の
中
で
は
ど
こ
で
も

会
話
で
き
る
と
い
う
。
さ
ら
に
神
奈
川
大
学
に
入
学

し
、
こ
の
四
月
か
ら
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
の
英
語

学
習
に
着
手
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
日
本
人

(

日
本
の
学
生)

に
と
っ

て
非
常
に
良
い
刺
激
と
な
る
学
生
が
留
学
生
の
中
に

は
多
数
い
る
。
こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
を
通
し
て
こ

う
し
た
学
生
に
是
非
と
も
知
り
合
い
、
良
い
影
響
を

受
け
、
今
度
は
自
分
が
世
界
へ
と
目
を
向
け
、
自
分

へ
と
目
を
向
け
て
い
け
た
ら
と
願
う
。

(

平
塚
教
務
課

西
原

聖
織)
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支
部
の
お
世
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
深
山
大
兄(

昭

38
年
貿
卒)

か
ら
、
学
生
時
代
の
想
い
出
な
ど
書
い
て

『

き
ん
き』

に
投
稿
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
の
話
。

す
ぐ
想
い
出
せ
る
こ
と
は
余
り｢

勉
強｣

し
な
か
っ

た
こ
と
ぐ
ら
い
か
。

た
し
か
入
学
し
た
の
は
一
九
五
九
年
だ
っ
た
と
思

う
。
当
時
の
世
の
中
は
市
電
が
ま
だ
六
角
橋
ま
で
来

て
い
た
時
代
で
、
六
〇
年
安
保
の
前
年
で
し
た
。

私
は
高
校
時
代
に
新
聞
部
に
い
た
も
の
で
す
か
ら

入
学
と
同
時
に
新
聞
学
会
に
入
部
し
て
大
学
新
聞
の

編
集
に
参
加
し
ま
し
た
。
二
〇
日
に
一
回
ぐ
ら
い
の

割
合
で
大
学
新
聞
を
発
行
す
る
わ
け
で
す
。
編
集
会

議
を
し
て
特
集
な
ど
の
方
針
を
出
す
。
記
事
を
書
い

た
り
、
原
稿
を
先
生
方
に
依
頼
を
す
る
。
広
告
を
集

め
る
。
割
り
付
け
を
す
る
。
写
真
を
入
れ
た
り
カ
コ

ミ
な
ど
で
か
っ
こ
う
を
つ
け
る
。
入
稿
す
る
。
つ
ま

り
当
時
神
奈
川
新
聞
社
へ
行
っ
て
印
刷
を
お
願
い
す

る
。
ゲ
ラ
が
あ
が
る
と
校
正
。
二
、
三
回
の
校
正
で

出
来
上
り
。
配
布
と
集
金
。
こ
れ
が
私
の
学
生
生
活

の
主
な
部
分
で
あ
っ
た
と
思
う
。

た
だ
先
輩
に
め
ぐ
ま
れ
て

｢

岩
波
新
書
、
何
で
も

い
い
か
ら
一
日
一
冊
、
読
み
切
れ｣

と
ハ
ッ
パ
を
か

け
ら
れ
、
次
か
ら
次
へ
と
読
み
と
ば
し
た
こ
と
が
今

に
な
っ
て
は
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

当
時
、
新
聞
学
会
は
四
回
生
が
多
か
っ
た
が
、
一

回
生
の
私
た
ち
が
大
き
な
顔
を
し
て
部
活
の
ど
真
中

に
い
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
は
就
職
活
動
も
あ
っ
て
ほ

と
ん
ど
の
責
任
が
私
た
ち
に
あ
り
ま
し
た
。
私
の
場

合
一
回
生
で
学
会
長
に
さ
れ
、
お
ま
け
に
全
国
の
大

学
新
聞
の
連
盟
、
全
日
本
学
生
新
聞
連
盟

(

略
称
全

学
新)

の
書
記
長
に
さ
れ
、
全
国
オ
ル
グ
な
ど
し
て

各
大
学
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
と
き
あ
た
か
も

｢

六
〇

年
安
保
闘
争｣

の
と
き
。
問
題
点
は
二
つ
あ
っ
た
と

思
う
。
一
つ
は
日
米
安
保
は
軍
事
同
盟
で
日
本
が
戦

争
に
ま
き
こ
ま
れ
る
と
い
う
考
え
。
も
う
一
つ
は
改

定
の
手
法
が
反
民
主
主
義
的
で
あ
る
と
い
う
主
張
。

時
の
流
れ
と
と
も
に
軍
事
同
盟
と
い
う
よ
り
民
主
主

義
を
守
れ
の
声
が
国
民
的
な
声
と
な
っ
て

｢

六
〇
年

安
保
闘
争｣

は
一
大
運
動
に
発
展
し
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
分
析
し
て
学
生
新
聞
に
は
何
が
で
き

る
か
。
ど
う
変
革
す
る
の
か
。
行
動
は
ど
う
す
る
の

か
。
な
ど
な
ど
朝
か
ら
晩
ま
で
毎
日
毎
日
、
激
論
が

続
き
ま
し
た
。

平
和
と
民
主
主
義
、
自
由
と
人
権
な
ど
も
論
議
の

対
象
で
、
政
治
の
ビ
ー
カ
ー
に
入
れ
ら
れ
て
混
ぜ
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
日
々
で
し
た
。

ビ
ラ
の
配
布
も
や
り
ま
し
た
し
、
デ
モ
も
組
織
し

ま
し
た
。
オ
マ
ワ
リ
さ
ん
に
ニ
ラ
マ
レ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
私
は
山
田
操
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
山
田
先
生
の
ゼ
ミ
は
自
由
な
空
気
に
満
ち

て
い
て
研
究
も
発
言
も
自
由
で
し
た
。

そ
ん
な
環
境
の
下
で
卒
論
は｢

部
落
解
放｣

を
テ
ー

マ
に
百
枚
余
り
書
き
ま
し
た
。
優
を
い
た
だ
い
た
こ

と
が
う
れ
し
く
っ
て
今
で
も
心
の
宝
に
し
て
い
ま
す
。

私
の
学
生
時
代
は
壮
大
な
政
治
の
実
験
場
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
民
主
主
義
も
人
権
も
、
ま
た
平
和

や
自
由
も
そ
れ
ら
の
延
長
線
上
で
、
今
の
政
治
活
動

(

衆
議
院
議
員)

を
し
て
い
る
私
で
す
。
私
は
自
民

党
所
属
の
衆
議
院
議
員
で
す
が
学
生
時
代
に
そ
の
基

礎
が
で
き
た
と
神
大
で
の
自
由
な
学
生
生
活
に
感
謝

し
て
い
る
次
第
で
す
。
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宮
陵
会
よ
り
ご
依
頼
頂
き
近
況
報
告
を
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
同
窓
会
へ
支
部
設
置

を
申
請
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
二
十
名
の
登
録
の
下
、

宮
陵
会
南
加
支
部
を
組
織
し
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
一
年
十
月
四
日
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
同

窓
会
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
私
の
仕
事
上
の
友

人
か
ら
、
現
在
会
長
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
島
さ

ん
を
御
紹
介
頂
き
訪
ね
た
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
Ｌ
Ａ
地
区
は
他
校
の
同
窓
会
活
動
も
活
発
で
、
年

に
一
度

『

大
学
同
窓
会
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会』

が
開

催
さ
れ
ま
す
。
二
〇
〇
一
年
、
神
大
も
お
誘
い
頂
き

ま
し
た
が
三
名
の
み
の
参
加
で
、
五
名
か
ら
の
団
体

戦
に
参
戦
で
き
な
か
っ
た
事
か
ら
、
二
〇
〇
二
年
大

会
の
為
に
卒
業
生
を
捜
そ
う
と
い
う
事
に
な
り
ま
し

た
。
地
元
の
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
等
に
広
告
を
出
し
ま
し

た
と
こ
ろ
六
十
五
年
卒
の
大
先
輩
、
九
十
二
年
の
卒

業
生
な
ど
か
ら
御
連
絡
を
頂
き
、
ま
た
御
紹
介
な
ど

に
よ
り
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
と
一
言
で
申
し
ま
し
て
も
と
て
も
広
く
、
全
員
が

一
同
に
会
す
る
事
は
ま
だ
実
現
出
来
ず
、
ま
た
Ｌ
Ａ

近
郊
在
住
者
中
心
と
な
っ
て
し
ま
う
点
が
残
念
で
す

が
、
今
年
の
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
七
名
が
参
加
、
十
七

校
中
十
位
と
い
う
成
績
を
修
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
備
え
た
練
習
と
称
し
、
ま
た
は
そ

れ
ぞ
れ
誘
い
合
っ
て
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催
、
そ

の
後
の
食
事
会
等
を
通
し
親
睦
を
深
め
、
ま
た
そ
の

時
の
様
子
をE-m

ail

で
会
員
の
方
へ
御
報
告
致
し
て

お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
職
種
は
、
会
社
の
米
国
法
人
へ
駐

在
さ
れ
て
い
る
方
、
帰
国
の
辞
令
が
出
た
も
の
の
Ｌ

Ａ
が
好
き
に
な
っ
て
し
ま
い
転
職
を
し
て
ま
で
お
住

ま
い
の
方
、
御
自
分
で
御
商
売
を
し
て
お
ら
れ
る
方

な
ど
様
々
で
す
。
親
睦
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
方
々
の
経
験
、
体
験
な
ど
、
ま
た
米
国
以
外

の
国
で
も
生
活
さ
れ
て
い
た
方
の
話
な
ど
か
ら
学
ぶ

事
が
多
く
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。

前
述
の
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
か
ら
横
へ
も
広
が
り
始

め
、
今
後
こ
の
Ｌ
Ａ
支
部
を
ど
の
様
に
発
展
さ
せ
る

か
で
す
が
、W

eb
site

を
作
成
し
多
く
の
方
々
に
私

ど
も
を
知
っ
て
頂
き
た
い
と
考
え
た
り
、
Ｌ
Ａ
に
生

活
す
る
事
で
母
校
に
お
役
に
立
て
る
事
が
な
い
か
な

ど
模
索
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
こ
の
会
の
存
続

を
維
持
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

ど
う
か
こ
の
記
事
を
お
読
み
に
な
っ
た
方
で
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
在
住
の
卒
業
生
を
御
存
知
の
方
、
ま
た

御
赴
任
予
定
の
方
、
私
ど
も
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

今
後
の
神
奈
川
大
学
の
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し
て

御
報
告
を
締
め
く
く
り
と
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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『

商
経
法
論
叢』

は
、
横
浜
専
門
学
校
時
代
の
一
九

三
八(

昭
和
十
三)

年
十
二
月
に
横
浜
専
門
学
校
商

経
法
学
会
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
発
刊
の
辞
は
、

林�
三
郎
校
長
が
執
筆
、
創
刊
号
は
中
山
伊
知
郎
や

上
原
専
禄
な
ど
と
い
っ
た
当
時
の
有
力
な
非
常
勤
講

師
が
主
力
と
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
次

第
に
横
浜
専
門
学
校
の
若
手
の
専
任
教
員
が
中
心
と

な
り
、
以
後
戦
時
中
の
一
九
四
二

(

昭
和
十
七)

年

十
二
月
の
第
五
号
ま
で
毎
年
一
号
ず
つ
刊
行
す
る
。

し
か
し
、
翌
年
か
ら
戦
局
の
悪
化
に
よ
っ
て『

商
経

法
論
叢』

は
、
刊
行
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

戦
後
は
商
経
法
学
会
の
活
動
は
停
滞
し
て
い
た
が
、

一
九
四
九(

昭
和
二
十
四)

年
一
月
の
横
浜
専
門
学

校
創
立
二
十
周
年
の
時
に
商
経
法
学
会
が
中
心
と
な
っ

て
全
学
を
挙
げ
て『

創
立
二
十
周
年
記
念
論
文
集』

を
刊
行
す
る
。
そ
し
て
、
一
九
四
九(

昭
和
二
十
四)

年
四
月
に
は
新
制
神
奈
川
大
学
の
誕
生
に
伴
い
神
奈

川
大
学
商
経
法
学
会
が
新
た
に
組
織
さ
れ
、
翌
一
九

五
〇(

昭
和
二
十
五)

年
一
月
に
神
奈
川
大
学
商
経

法
学
会
の
機
関
紙
と
し
て
待
望
の『

商
経
法
論
叢』

が

復
刊
さ
れ
た
。
復
刊
さ
れ
た『

商
経
法
論
叢』

は
、
萩

山
健
吉
や
斉
藤
武
雄
、
梶
村
祐
直
ら
の
専
任
教
員
が

中
心
と
な
っ
て
執
筆
し
た
。
創
設
時
の
商
経
法
学
会

の
会
員
は
学
生
た
ち
の
任
意
加
入
制
を
と
っ
て
お
り

運
営
は
厳
し
か
っ
た
が
、
一
九
五
〇(

昭
和
二
十
五)

年
五
月
の
第
一
部
学
生
自
治
会
及
び
第
二
部
学
友
会

の
後
援
に
よ
る
商
経
法
学
会
の
学
術
講
演
会
の
開
催
、

同
年
九
月
の
第
二
部
学
友
会
の
企
画
に
よ
る｢

商
経

法
学
会
支
援
懇
談
会｣

の
開
催
な
ど
学
生
た
ち
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
活
動
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
一

九
五
一(

昭
和
二
十
六)

年
度
か
ら
商
経
法
学
会
の

会
員
は
全
学
生
の
加
入
制
と
な
り
、
以
後『

商
経
法

論
叢』

は
、
一
九
六
五

(

昭
和
四
十)

年
二
月
の

第
十
五
巻
四
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。

一
九
六
五(

昭
和
四
十)
年
四
月
法
経
学
部
の
法

学
部
、
経
済
学
部
に
分
離
・
独
立
に
伴
い
商
経
法
学

会
も
法
学
会
と
経
済
学
会
と
に
分
離
・
独
立
し
、
学

会
の
機
関
紙『

商
経
法
論
叢』

も『

神
奈
川
法
学』

と『

商
経
論
叢』

に
分
離
・
独
立
す
る
。
そ
の
後
、

一
九
六
五(

昭
和
四
十)

年
七
月
に『

商
経
論
叢』

が
、
同
年
十
一
月
に『

神
奈
川
法
学』

が
創
刊
さ
れ
、

こ
れ
が
今
日
ま
で
継
続
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
雑
誌
は
い
ず
れ
も
一
九
三
八

(

昭
和
十
三)

年
に
創
刊
さ
れ
た

『

商
経
法
論
叢』

を
起
点
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(

Ｓ)
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